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個性的な地域貢献型大学を目指す

山口県立大学の歩みと

質向上への取組み

山口県立大学学長特別補佐 市 村 孝 雄

山口県立大学の沿革（学部学科改組再編の足取り）
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山口県立大学は

人間性の尊重

生活者の視点の重視

地域社会との共生

国際化への対応

を基本理念に掲げる地域貢献型大学

現在の 3学部 5学科 2研究科体制
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さらに・・・・・

山口県立大学のGOOD PRACTICE

教育向上、学生支援、社会人教育、国際化推進、大学連携
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年度 種 別 取組の名称

19 - 21 現代GP（環境） 持続可能な社会に繋がる人的財産の育成

新生活スタートから持続可能な生活基盤づくりを支援する実践的環境・健康教育

19 - 21 現代GP（地域） やまぐち多世代交流・地域共生授業の展開

山口市の都市部と田園部におけるワークショップ型授業による団塊世代と若者の
定住促進

19 - 21 特色GP 「重層的学生支援教育」による福祉人材養成

学生の成長課題と専門教育課題の有機的結合による福祉的人間力獲得をめざして

19 - 23 学生支援GP 総合的人間関係力を涵養する学生支援

大学と地域で作るプレ社会における実践的トレーニング

19 - 21 社会人GP 地域と大学が共に育つ専門的学習機会の提供

行動変容を促進する栄養指導法を身に付ける栄養士キャリアアップ支援プログラム
の開発

20 - 22 国際化加速ＧＰ 英語で世界に発信する地域遺産教育の開発

LOLを取り入れた“やまぐち地域遺産スタディーズ” の構築をめざして

21 - 23 大学連携GP 個性的小規模大学連携による地域活性型e-quality仮想的大学の創生

地域の人材育成と活性化のために学生、高校生、地域に提供する新たな学習機会

山口県立大学の “Good Practice”
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教員情報の積極的発信

「教育力の向上の観点から公表が求められる情報」

（１）学部・学科・課程、研究科・専攻ごとの教育研究上の目的

（２）教育課程を通じて習得が期待される知識・能力の体系

（３）学修の成果に係る評価や卒業の認定に当たっての基準

（４）教育研究水準の向上のための取組

各種評価を踏まえた教育改善 教育力の向上

特色ある教育研究活動 研究力の向上

教職員の職能開発 開発力の向上
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山口県立大学の
教員情報配信システム

教員業績データベース登録項目

１　　氏名（ふりがな） ２　　性別 ３　　生年月日

４　　取得学位 ５　　学位発行機関 ６　　最終学歴

７　　本学就任年月 ８　　大学院担当の有無 ９　　所属組織

１０　研究室名 11　 場所（建物） １２　電話・FAX

１３　e-mailアドレス １４　HPのURL １５　研究テーマ

１　　教育内容・方法の工夫 ２　　作成した教科書・教材・参考書 ３　　作成した教育プログラム

４　　教育方法・実践に関する発表・講演等 ５　　FDへの参加
６　　教育者への研修会や認定講習会への
参加

７　　その他、教育研究上特記すべき事項 ８　　他大学の非常勤講師、客員教授など
９　　学生支援（チューター、サークル顧問、
オフィスアワー、進路相談など）

１　　著書 ２　　論文 ３　　学会または研究会発表

４　　芸術分野や実技の分野 ５　　委託研究・助成金 ６　　その他の研究・研修活動

D 学会等活動 １　　一般会員 ２　　学会役員 ３　　学会・研究会等の開催

E 社会・地域貢献活動 １　　各種委員会等 ２　　大学の主催する公開講座等 ３　　その他の地域活動

１　　全学に関わる委員・役職 ２　　学部内委員 ３　　学外広報活動

４　　賞罰

１　　教育活動 ２　　研究活動 ３　　学会等活動

４　　社会・地域貢献活動 ５　　大学管理運営に関する役割

今年度の成果・課題
次年度の目標・計画

G

記　載　項　目

大学管理運営に関する
役割

F

項目群

教員の基本属性A

教育活動B

研究活動C
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教員データG群（今年度の成果・課題、次年度の目標・計画）記載例

評価項目 今年度の成果、課題 来年度の目標、計画

1:教育内容・方法の工夫
はじめて○○学Ⅰを担当し、イメージの少ない学生に○○学の
概要と有り様が説明出来るように、具体例を示し、ユニークに
資料を作成した。

○○学は○○教授とのオムニバスになるので、しっかり連携を
とって授業を展開するとともに、課題の出し方に工夫をする。

2:作成した教科書、教材、参考書、教具 基礎○○学テキストを作成した。 ○○論のテキスト作成の基礎原稿を作成する。

3:新たに開発した教育プログラム なし
○○学Ⅱの演習のグループワークが円滑に進む方法を模索す
る。

4:教育方法・教育実践に関する発表、報告等 なし なし
5:ＦＤへの参加、教育者への研修会や認定講
習会への参加その他教育活動上特記すべき
事項

○○のキャリアアップコースの講師を務めた。 なし

6:他大学の非常勤講師、客員教授など ○○学院、○○学園非常勤講師 ○○学院、○○学園非常勤講師、○○大学非常勤講師

1:著書 ○○学テキスト（○○社）を1冊作成 ○○論のテキスト作成の基礎原稿を作成する。
2:論文(審査あり) 今年度は、紀要に投稿したもの1つである。 学会誌に１本、紀要に1本投稿する。
3:論文(審査なし) なし なし

4:学会・研究会発表 なし
○○の臨床研究会、○○学会で報告する。国際学会への投稿
準備をおこなう。

5:芸術分野や体育実技の分野

6:受託研究・助成金 学内助成金 科研の結果次第であるが、はずれたら再チャレンジする。

7:その他の研究・研修活動

1:一般会員 ８つの学会の一般会員 継続：8つの学会の一般会員
2:学会役員 日本○○学会地方会の学術委員 なし
3:学会・研究会等の開催（実行委員等） なし なし

1:各種委員等 ○○地方○○委員会委員 継続：○○地方○○委員会委員

2:大学の主催する公開講座等 高等学校出前講座、公開講演の2本
高等学校出前講座、公開講演２本、同窓会講演、○○協会等
５本の予定。

3:その他の地域活動

1:全学に関わる委員、役職 学部再編成に関わるワーキンググループ○○学部リーダー

2:学部内委員 ＥＡ２１ 教務部委員

3:学外広報活動

4:賞罰

B.教育活動

C.研究活動

D.学会等活動

E.社会活動

F.大学管理運営に関する役割

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｂ７ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ５ Ｃ６ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｅ１ Ｅ２ Ｅ３ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｇ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（以下 略）

1 0.53 0.41 0.11 0.17 0.46 0.5 0.67 0.66 0.83 0.65 0.05 0.6 0.15 0.84 0.35 0.32 0.62 0.65 0.57 0.74 0.71 0.2 0.17 0.72

教員データ登録状況 （A～Gはデータ項目；再下段は全学登録率）
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山口県立大学の

学生と卒業生の声を聞くシステム

授業評価システムとウェブアンケートシステム

学期末授業評価の分析結果

授業形態 前期 後期

講義 6825 3437

演習 871 604

実験 285 140

学外実習 142 486

実技 424 93

合計 8547 4760

時期 2008年度前期、後期

対象 全学年のほぼすべての授業

方法 質問１～１４にWeb上で回答

評価 １，２，３，４，５の５段階

授業評価項目 平均値 標準
偏差

因子
負荷量

１ この授業に興味や期待をもって受講しましたか？ 4.21 0.87 0.75

２ シラバスは授業の全体像をつかむのに有効でしたか？ 3.87 0.95 0.71

３ 教員に教える熱意や学生への誠意が感じられましたか？ 4.33 0.84 0.79

４ 教員の毎回の授業準備は十分でしたか？ 4.29 0.85 0.76

５ 授業と関連した本や資料が適宜紹介されましたか？ 3.96 1.02 0.67

６ 授業では、学生の意欲化や理解を深める上での工夫がみられ
ましたか？

4.12 0.93 0.85

７ 全体的に教員の話し方（声の大きさ、速さ等）は聞き取りやす
かったですか？

4.19 0.94 0.78

８ 学生の関心や理解度を考慮しながら授業を進めていました
か？

4.03 0.97 0.85

９ 教室の雰囲気は学習を進める上で適切でしたか？ 4.11 0.92 0.79

１０ 全体を通して、授業の内容が理解できましたか？ 4.06 0.88 0.82

１１ 学生の毎回授業評価は、この授業改善に役立ったと思います
か？

3.61 1.10 0.70

１２ 試験の内容やレポートのテーマ、分量等は適切でしたか？ 4.07 0.90 0.73

１３ 総合的に判断して、この授業に満足できましたか？ 4.15 0.89 0.86

１４ 授業を終えた今、自分でさらに学習を深めてみたいと思いま
すか？

4.07 0.93 0.790

2

4

6

8

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314

因子のスクリープロット固有値

因子
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山口県立大学HP

桜圃会

卒業生の方 全卒業生用

アンケート

このアンケートへの回答は、同窓会経由で
大学に届けられます。

・簡易設問
・自由記載

ご意見は今後の大学運営に生かします。

桜圃会HP

大学へのメッセージ

大学へのメッセージ

1.前年度卒業生用

アンケート方式
①共通
②各科独自

2.全卒業生用

自由記載方式

運営委員会管理
データベース

結果出力

各学科広報委員
経営企画室

総務グループ
etc

大学

検討

判断

卒業生
へ公開

閲覧
（フィルター）

報告

コメント
入力

「卒業生の声」 同窓会サイトからの入力システム（案４）

前年度卒業生用

アンケート （各学科）

このアンケートへの回答は、同窓会経由で
大学に届けられます。

1.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ yes. no
2.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ yes. no
3.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ yes. no

ご意見は今後の教育に生かします。

前年度卒業生用

アンケート（共通）

このアンケートへの回答は、同窓会経由
で大学に届けられます。

1.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ yes. no
2.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ yes. no
3.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ yes. No

ご意見は定期的に集計し結果を公表します。

各学科独自で作成、
展開可能とする

「卒業生」への窓口は桜圃会
将来的に対象「一般」へ拡大
→評価可能な情報提供の必要
性

点検評価
委員会
同窓会

運営委員会

QRコード

認証

全卒業生用
アンケート

このアンケートへの回答は、
直接大学に届けられます。

・簡易設問
・自由記載

大学運営に生かします。

前年度卒業生用
アンケート（共通）

このアンケートへの回答は、
直接大学に届けられます。

1.・・・・・・ yes. no
2・・・・・・ yes. no

結果を公表します。

「卒業生の声を聞くポスト」
携帯電話からの入力システム（案５）

山口県立大学の

自己点検・評価と改善の

PDCAサイクル
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［理念・目的］ 教育研究等の質の向上に関する目標（第２）

1 大学は、その理念に基づき、人材育成の目的、その他の教育研究上の目的を適切に設 教育を重視する大学として、授与する学位の評価を高めるため、学生に高い学力と豊かな人

定し、公表しなければならない。 間性を確実に身に付けた上で社会に送り出す仕組みを整える

［教育研究組織］ 業務運営の改善及び効率化に関する目標（第３ ）

2 大学は、その理念・目的を踏まえて、適切な教育研究組織を整備しなければならない。 教育研究組織の見直し

より効果的、効率的な教育研究を行うことができるよう、適切な見直しを行う

［教員・教員組織］ 業務運営の改善及び効率化に関する目標（第３ ）

3 大学は、その理念・目的を実現するために、求める教員像や教員組織の編制方針を明 人事の適正化

確にし、それに基づく教員組織を整備しなければならない。 能力、意欲、業績を反映して教職員にインセンティブが働く公正公平な制度を構築する

［教育内容・方法・成果］ 教育研究等の質の向上に関する目標（第２） 

4 大学は、その理念・目的を実現するために、教育目標を定めそれに基づき学位授与方 教育の質の向上

針および教育課程の編成・実施方針を明示しなければならない。 学位に相応しい学力と人間性を備えて社会に送り出す仕組みを整える

また、こうした方針に則して、十分な教育上の成果を上げるための教育内容と方法を整 新たな教育課程を編成する

備・充実させ、学位授与を適切に行わなければならない。 教育方法の改善に取り組む

［学生の受け入れ］ 教育研究等の質の向上に関する目標（第２） 

5 大学は、その理念・目的を実現するために、学生の受け入れ方針を明示し、その方針 教育の質の向上

に沿って公正な受入を行わなければならない。 受験生の多様な個性や能力を適切に評価できる選抜方法を開発する

［学生支援］ 教育研究等の質の向上に関する目標（第２） 

6 大学は、学生が学修に専念できるよう、修学支援、生活支援および進路支援を適切に 学生への支援

行わなければならない。 多様な学生の資質、能力を発揮させ、安全安心な生活と就職の支援を強化充実させる

［教育研究等環境］ 教育研究等の質の向上に関する目標（第２） 

7 大学は、学生の学修ならびに教員による教育研究活動を必要かつ十分に行えるよう、 地域に密着した研究の促進

学習環境や教育研究環境を整備し、これを適切に管理運営しなければならない。 地域に密着した研究の実施体制を整備し、推進能力を高め、成果の普及に努める

その他業務運営に関する重要目標（第６）

施設設備の整備活用

教育研究、情報基盤等の高度化、多様化に対応した施設について検討する

［社会連携・社会貢献］ 教育研究等の質の向上に関する目標（第２） 

8 大学は、社会との連携と協力に配慮し、教育研究の成果を広く社会に還元しなければ 地域共生センターと郷土文学資料センターの活用

ならない。 センター機能を強化し、受託研究共同研究等、地域に貢献する研究を推進する

［管理運営・財務］ 業務運営の改善及び効率化に関する目標（第３）

9 大学は、その機能を円滑かつ十分に発揮するために、明文化された規定に基づき適切 運営体制の改善、事務の効率化合理化を図る

な管理運営を行わなければならない。また、教育研究を支援しそれを維持・向上させる 財務内容の改善に関する目標（第４）

ために、適切な事務組織を設置するとともに、必要かつ十分な財政的基盤を確立し、財 自己収入の増加、経費の抑制、資産の管理及び運用を改善する

務を適切に行わなければならない。

［  内部質保証］ 自己点検、評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標（第５）

10 大学は、その理念・目的を実現するために、教育の質を保証する制度を整備し、定期的 教育研究及び組織運営の状況について自己点検、評価を定期的に実施し、内容、方法

に点検・評価を行い、大学の現況を公表しなければならない。 を一層充実させ、大学の改善状況を住民にわかりやすく公表する

大学基準協会　大学基準 公立大学法人山口県立大学　中期目標(概要）

年度 知事 認証評価機関

17

18

19

20

21

22

23

24

大学（法人）県評価委員会

認証評価

（加盟判定審査）

認証評価

（相互評価）

総合評価 （基準日22年5月1日）

中期目標

期間評価

事業年度評価事業年度評価

中期目標

期間評価

事業年度評価

事業年度評価

事業年度評価

事業年度評価

事業年度評価

事業年度評価

事業年度評価

事業年度評価

事業年度評価

事業年度評価

次期中期

計画策定

次期中期

目標策定

組織及び

業務全般

検討

中期計画

策定

中期目標

策定
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各部局長
副理事長・事務局長

理事・副学長
理事長・学長

経営審議会
教育研究評議会

所掌事項に関する自己評価

（１次評価）実施

自己評価（１次評価）報告書

作成

自己評価（１次評価）報告書

点検

自己評価（２次評価）報告書

（原案）作成
自己評価（２次評価）報告書

（原案）点検

自己評価結果報告書

（案）決定

自己評価結果報告書

（案）確定

自己評価結果報告書

公表

第三者評価申請

自己評価結果報告書

（案）審議

自己評価結果報告書

（案）に対する意見

地方公立大学の一共有課題
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高田 英一

九州大学大学評価情報室准教授

3認証評価機関・日本学術会議共催シンポジウム

第3回「大学側から見た質保証の課題」（2010年5月29日）

「大学側から見た質保証の課題」
ｰ九州大学における認証評価の経験からｰ

目次

1. はじめに

2. 九州大学における認証評価の経験
（1） 認証評価の受審について

（2） 認証評価で得られたもの

（3） 認証評価で明らかになった課題

（4） ３つの課題に対する対応

3. 九州大学の経験から見た「質保証の課題」
（1） 各種評価システム・評価機関間の相互連携の推進（2分）

（2） 大学内部の自律的な質保証と公的質的保証との共存（2分）

（3） 教育プロセスの公開及びアウトカム評価の推進（2分）

４．おわりに

2
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1. はじめに

◆認証評価等の作業を行った評価実務担当者の視点から

◆九州大学（大規模、研究中心の大学）における経験に基づいて

「大学側から見た質保証の課題」について報告。

報告のスタンス

3

（1）認証評価の受審について

①実施体制の構築

②作業過程
○作業における要点

多様な部局の現況・根拠データを統一的なフォーマットにおいて把握

大学及び各部局のそれぞれの個性・特徴の適切な表現

社会への発信の観点からの、丁寧で分かり易い評価書の作成

4

○大学評価・学位授与機構の認証評価を受審（平成19年、2007年）

○作業の実施体制

企画部企画課・大学評価情報室との連携

多様な部局・事務局各部署との連携

○今後の教訓

教育の「現場」である多様な部局の各々の事情・要望を踏まえて、
信頼関係を構築することの重要性

少人数で集中的に仕事を処理する体制確立の重要性

15



（2）認証評価で得られたもの

①多数の部局を有する総合大学の全体の教育の実態が、統
一的な形式・基準で俯瞰可能になったこと

「九州大学ファクトブック（Ｑ－Ｆａｃｔ）」の刊行（2008～）

・5年以上の経年データを活用し、変化を可視化

・データから読み取れる特徴・課題を提示

②評価に当たっては、具体的な取組を裏付ける根拠データが
決定的に重要という認識が部局レベル（教育の現場）まで浸
透したこと

③部局における評価の力量が向上したこと
法人評価の際の負担軽減・効率化の促進

5

（3）認証評価で明らかになった課題

①大学における評価体制の充実の必要
・評価に必要なデータが散在、収集・管理困難（「評価疲れ」の一要因）

・データの収集・管理の効率化が必要。

6

②教育上の取組の画一化・低い水準での平均化の予防の必要
・「一定」・「最低限」の質保証をすればいい、という教育現場の誤解

③「評価」を「改善」に結びつける機能の強化の重要性
・「改善を要する点」の指摘について、全学に対して、認証評価委員会

から「機関別認証評価の総括と課題について」を提言。しかし、・・・

16



（4）３つの課題への対応

①大学における評価体制の充実の必要
「大学評価情報システム」の改善（2007～）

・教員個人の教育研究活動に関する情報の収集・管理

・入力率99％（予算配分への連動、入力の効率化、Ｇoogle検索で上位）

「大学評価ポータル」の構築（2010～）

・組織の教育研究活動に関する情報の収集・管理

・「評価疲れ」の原因の一つであるデータ散在と重複調査の防止

・認証評価における内部質保証の取組にも拡張可能

・学校基本調査や本部把握済みのデータ等の二次利用の推進

・内部での運用成果を踏まえて、外部への提供も検討

学習成果を継続的に把握するシステム検討への協力（2009～）

・学生の視点から教育成果を見たデータの収集が目的

・教育改善を担当している学務企画課における検討への協力

7

【部局】

【本部】

（参考）「大学評価ポータル」のイメージ

部局事務局

教
員

教員の入力（作業の省力化・簡素化）

データのフィードバック・活用

大学評価情報の共有・活用

教育

研究

国際

各
種
調
査
の
実
施

データ入力は、上記以外で最低限必要なデータに限定

評
価
デ
ー
タ
の
収
集

大
学
評
価
情
報
シ
ス
テ
ム

※
教
員
情
報

大
学
評
価
ポ
ー
タ
ル

※
組
織
情
報

大
学
評
価
情
報
室

教
員

教
員

各種調査への対応
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学内の業務システムや業務ファイル

関係データ
ベース

エクセル
データ

SQLとRubyによる

分析プログラム

データウェアハウス
(MySQL, Oracle)

評価トピック
1.タイトル
2.DAQ
3.記述
4.関連ファイル

Data Analysis Query 
(DAQ)

CSV データ

ウェブ・データウエアハウス

文書管理システム

HTTP 通信

自己評価書作成担当者

DAQ は
共有化
可能

報告書作成支援

（4）３つの課題への対応

②教育上の取組の画一化・低い水準での平均化を予防の必要

認証評価の趣旨説明、多様な部局の特色を生かした教育上の取組を評
価する主体的な工夫・努力が必要。

評価機関・日本学術会議への期待

○設定している評価項目・観点と、大学の個性・特徴ある教育目的との
つながりの重要性を意識するように誘導する工夫

・「優れた取組・特徴ある取組」の例示に当たり、大学の独自の教育目的の達成
度との関連も評価するなど

○分野別質保証

・部局毎の個性・特色を生かすことが可能、また、部局における改善に活用可能

10
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（4）３つの課題への対応

③「評価」を「改善」に結びつける機能の強化の重要性

11

・教員業績評価

・自己点検・評価

（情報収集・管理支援ツ
ール）

・大学評価情報システム

・部局の中期目標・中期計画

・自己点検・評価

・「5年目評価・10年目見直し」

（情報収集・管理支援ツール）

・大学評価ポータル）

・全学の中期目標・中期計画

・認証評価

・自己点検・評価

（情報収集・管理支援ツール）

・大学評価ポータル

・中期計画進捗状況管理システム

研
究

・教員業績評価

・自己点検・評価

（情報収集・管理支援ツ
ール）

・大学評価情報システム

・部局の中期目標・中期計画

・自己点検・評価

・「5年目評価・10年目見直し」

（情報収集・管理支援ツール）

・大学評価ポータル

・ 学生の学習成果を継続的に

把握するシステム（検討中）

・全学の中期目標・中期計画

・認証評価

・自己点検・評価

（情報収集・管理支援ツール）

・大学評価ポータル

・中期計画進捗状況管理システム

・学生の学習成果を継続的に把握
するシステム（検討中）

教
育

個人レベルの

ＰＤＣＡサイクル

部局レベルの

ＰＤＣＡサイクル

九州大学における全学レベルの

ＰＤＣＡサイクル

（4）３つの課題への対応

③「評価」を「改善」に結びつける機能の強化の重要性
○全学レベル

・企画部企画課と大学評価情報室において、大学評価を担当する全
学委員会と、中期目標・中期計画を担当する全学委員会の連携の
強化の方策を検討。

（毎年度の中期計画・年度計画の進捗状況を大学評価専門委員会
で評価、企画専門委員会への報告・審議、部局・関係各課への改善
要請 など）。

○部局レベル

・日常の活動レベルについて、計画の主体・単位および評価・改善の
主体・責任を意識させるような仕組みの構築の支援(「大学評価ポー

タル」の活用など）。

12
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（参考）九州大学（全学レベル）の評価・計画の実施体制

総 長
役員会

大学評価専門委員会
（評価担当理事）

企画専門委員会
（企画担当理事）

・認証評価、法人評価 ・中期目標・中期計画の策定

企画部企画課・評価企画係

大学評価情報室

企画部企画課・企画調査係

事務局・部局
評価担当 計画担当

３.九州大学での経験から見た「質保証の課題」

○大学側の役割

評価作業の合理化・効率化を目指した取組を推進。

○評価機関側への期待

相互連携を通じた評価に係る負担の軽減

・共通する評価情報のデータベース構築、相互の評価データの共有・活用

・評価書類の書式の規格化の推進 等

14

①各種評価システム・評価機関間の相互連携の推進

20



○大学側の役割

社会的な責任を認識、全学・部局の両レベルで、自己点検・評価活動、内

部質保証の仕組みの構築を推進。

○評価機関側への期待

大学におけるＰＤＣＡサイクル確立への支援（・外圧）

・評価を改善に結びつける努力（内部質保証システムの構築）を評価する工夫

・評価の実質化（評価者の資質向上、訪問調査の実質化 等）

・内部質保証の評価基準の具体化

・部局レベルの内部質保証の促進のための分野別の質保証の基準の開発

15

②大学内部の自律的な質保証と公的質的保証との共存

○大学側の役割

教育情報の収集・分析、教育プロセスの情報公開、教育のアウトカムに

関する情報の定義と収集・公開

○評価機関側への期待

・アウトカム指標の開発とそのデータの共有・活用

・分野別のステークホルダーとの連携によるアウトカム指標の策定

16

③教育プロセスの公開及びアウトカム評価の推進
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●大学間連携を通じた大学評価手法の改善に関する取組

17

４. おわりに

大学評価担当者集会・大学評価コンソーシアム

• 「大学評価担当者集会」を年1回開催（2007～2009）。参加者の増加。

• 恒常的な連携・協力の仕組みとして「大学評価コンソーシアム」を立ち上げ。

ご静聴いただき、ありがとうございました。

（問い合わせ先）
九州大学 大学評価情報室
℡ ：092-642-2279
Fax：092-642-7309
Web：http://www.ir.kyushu-u.ac.jp
email：office＠ir.kyushu-u.ac.jp
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金沢工業大学における取組み金沢工業大学における取組み
－話題提起として－－話題提起として－

金沢工業大学金沢工業大学

副学長副学長

教育点検評価部長教育点検評価部長

久保久保 猛志猛志
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金沢工業大学のビジョン金沢工業大学のビジョン

 

ビジョン 
教育：人間形成を目的とする「教育付加価値日本一の大学」 
研究：「共同と共創」による技術革新と産学協同 
サービス：自己点検評価システムの成熟による顧客満足度の向上

研究の目標
国際社会に貢献する 

科学技術の開発

サービスの目標 
夢考房キャンパスの実現

教育の目標
行動する技術者の育成

 
 
 
 
 

 
ステークホルダー 
への情報提供、 
情報開示 

 
 
 
 
  
     ビジネス 

パートナー 
との価値共有 

社会的評価 
1. 顧客満足度の独自性 
2. 教育の独自性 
3. 就職の独自性 
4. 教育・研究環境の独自性 
5. 組織文化の独自性 

   理 事 教職員 

建学綱領 
人間形成 
技術革新 
産学協同 

学園共同体が共有する価値
KIT-IDEALS （行動規範） 

学 生 
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金沢工業大学の建学綱領金沢工業大学の建学綱領

◎高邁な◎高邁な 人間形成人間形成

◎深遠な◎深遠な 技術革新技術革新

◎雄大な◎雄大な 産学協同産学協同
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教育理念教育理念

科学・工学技術教育を通し、科学・工学技術教育を通し、
国際社会における日本人とし国際社会における日本人とし
ての誇りと使命感を養い、まての誇りと使命感を養い、ま
た次代の技術革新を担い、今た次代の技術革新を担い、今
後の発展を継承し得る人材を後の発展を継承し得る人材を
育成すること。育成すること。
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学生諸君に何を求めるのか学生諸君に何を求めるのか－教育目的－教育目的

入学時の個々の学生の知識・知能・思考力・表入学時の個々の学生の知識・知能・思考力・表
現力・行動力等々のレベルの如何を問わず、４現力・行動力等々のレベルの如何を問わず、４
年間の学習・教育によって、年間の学習・教育によって、

自ら考え行動する技術者自ら考え行動する技術者
として社会で活躍できる人材にまで自らが向上として社会で活躍できる人材にまで自らが向上

することであり、更に、社会においてその力をすることであり、更に、社会においてその力を

存分に発揮することである。存分に発揮することである。
卒業生諸君が、それぞれの活動分野において、卒業生諸君が、それぞれの活動分野において、技術者技術者

として認められ、活躍していることとして認められ、活躍していることが、本学におけるが、本学における

学習・教育の妥当性・正当性を保証することになろう。学習・教育の妥当性・正当性を保証することになろう。
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穴水湾自然学苑における人間形成教育穴水湾自然学苑における人間形成教育

高度情報化社会の到来を見越した先駆的な情報処理教育高度情報化社会の到来を見越した先駆的な情報処理教育

ＣＡＩを利用した基礎学力の補完教育ＣＡＩを利用した基礎学力の補完教育

ネィティブ・スピーカーによる少人数英語教育ネィティブ・スピーカーによる少人数英語教育

情報活用能力を育成する図書情報技術教育情報活用能力を育成する図書情報技術教育

学生の素質を伸ばす褒めの教育（学長褒賞制度）学生の素質を伸ばす褒めの教育（学長褒賞制度）

基礎的実技能力を付与する工学基礎実技教育基礎的実技能力を付与する工学基礎実技教育

工学基礎実技との一貫性を体系化した工学専門実技教育工学基礎実技との一貫性を体系化した工学専門実技教育

問題発見、課題探求型教育による能力の総合化を目指す工学設計教育（プ問題発見、課題探求型教育による能力の総合化を目指す工学設計教育（プ
ロジェクトデザイン教育）ロジェクトデザイン教育）

目的指向型カリキュラムに基づく専門コア教育目的指向型カリキュラムに基づく専門コア教育

自己成長型教育アクロノールプログラム自己成長型教育アクロノールプログラム

学生の自主的な創造活動を支援する夢考房活動（課外活動の支援）学生の自主的な創造活動を支援する夢考房活動（課外活動の支援）

年間３００日、自己実現に向けて自主的・主体的に活動ができる夢考房年間３００日、自己実現に向けて自主的・主体的に活動ができる夢考房
キャンパスキャンパス

気づき、努力、自信、意欲を引き出す気づき、努力、自信、意欲を引き出すKITKITポートフォリオシステムポートフォリオシステム

教育実践の軌跡教育実践の軌跡－学生が主役の大学を目指して－学生が主役の大学を目指して
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金沢工業大学の学修教育の全体像金沢工業大学の学修教育の全体像

国際社会国際社会 国際人としての素養国際人としての素養

わが国（日本）わが国（日本） 日本人としての素養日本人としての素養

アジアの一員としての日本に対する認識アジアの一員としての日本に対する認識

技術社会 ２１世紀の技術者が活躍する領域
技術業・技術者の姿
社会人としての素養
技術者としての素養金沢工業大学金沢工業大学

大学の学修成果大学の学修成果
ティーチング･ポートフォリオティーチング･ポートフォリオ

学部の学修成果学部の学修成果

学系の学修成果学系の学修成果

学科の学修成果学科の学修成果

高等学校・地域社会

入学者受入の方針

科目群の学修成果科目群の学修成果

科目の学修成果科目の学修成果
ラーニング・アウトカムズラーニング・アウトカムズ

未成熟な入学者

徹底的な学びの体験
日本人としての基本的な素養
人間としての基本的な素養

自ら考え行動する自ら考え行動する技術者

教育課程編成の方針

学位授与の方針学位授与の方針

不明確な技術者像不明確な技術者像

教育付加価値日本一

ＣＬＩＰ学習プロセス

③③幅広い職業人養成幅広い職業人養成

プロジェクトデザイン教育

未成熟な入学者

修学基礎教育

総合力ラーニング
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学習・教育目標の階層構造－１学習・教育目標の階層構造－１

建築・環境学部の学習・教育目標建築・環境学部の学習・教育目標

人間が住まいし、活動する環境を計画・設計し、人間が住まいし、活動する環境を計画・設計し、
建設し、コントロールしてきた化学・土木・建築建設し、コントロールしてきた化学・土木・建築

の各分野それぞれの領域を学び、かつお互いに連の各分野それぞれの領域を学び、かつお互いに連
携することにより、安全・快適で持続可能な環境携することにより、安全・快適で持続可能な環境
を創成できる人材の育成を目指す。を創成できる人材の育成を目指す。
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学習・教育目標の階層構造－２学習・教育目標の階層構造－２

建築都市デザイン学科の学習・教育目標建築都市デザイン学科の学習・教育目標

広範な領域を含む建築学に関する幅広い専門的基広範な領域を含む建築学に関する幅広い専門的基

礎知識に基づき、安全で美しく快適な人間活動の礎知識に基づき、安全で美しく快適な人間活動の
器としての建築を都市とのかかわりや経済性をも器としての建築を都市とのかかわりや経済性をも
考慮しながら、計画し、設計し、築き、運営する考慮しながら、計画し、設計し、築き、運営する
ことができる基礎的能力に加えて、建築設計・計ことができる基礎的能力に加えて、建築設計・計

画・意匠、都市計画・都市デザイン、建築環境・画・意匠、都市計画・都市デザイン、建築環境・
設備の各分野のいずれかに関するより高度な専門設備の各分野のいずれかに関するより高度な専門
的知識を持ち、それを実務に応用することができ的知識を持ち、それを実務に応用することができ
る。る。
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学習・教育目標の階層構造－３（１）学習・教育目標の階層構造－３（１）

建築都市デザイン学科で育成する能力建築都市デザイン学科で育成する能力
AA 自己啓発・自己管理能力自己啓発・自己管理能力

修学スタイルを確立し、社会に貢献できる人材となるための心構修学スタイルを確立し、社会に貢献できる人材となるための心構
えを身に付けるとともに、自主的・継続的な自学自習能力を身にえを身に付けるとともに、自主的・継続的な自学自習能力を身に
つける。つける。

BB 多様な価値観の理解と倫理的判断能力多様な価値観の理解と倫理的判断能力
「知性と教養」・「感性と徳性」・「体力と健康」および技術者「知性と教養」・「感性と徳性」・「体力と健康」および技術者
としての倫理観の涵養を図る。としての倫理観の涵養を図る。

－－ 略略 －－

HH 問題発見・問題解決能力問題発見・問題解決能力

身近な工学の問題を解決するために、現在持っている知識に加え身近な工学の問題を解決するために、現在持っている知識に加え
て必要な情報を集め、グループ活動を通して問題を解決することて必要な情報を集め、グループ活動を通して問題を解決すること
ができる能力を身につける。ができる能力を身につける。

II 建築を構成する諸領域（計画・構造・環境）の関係と建築を構成する諸領域（計画・構造・環境）の関係と
それぞれの概要を理解できる。それぞれの概要を理解できる。
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学習・教育目標の階層構造－３（２）学習・教育目標の階層構造－３（２）

－－ 略略 －－

MM 建築物の内外に形成される環境と人との関連性が理解建築物の内外に形成される環境と人との関連性が理解
できる。できる。

－－ 略略 －－

WW 建築から都市に至る物理的環境の評価とその改善のた建築から都市に至る物理的環境の評価とその改善のた
めの計画ができる。めの計画ができる。

XX 建築環境と建築設備についての知識を基に、環境負荷建築環境と建築設備についての知識を基に、環境負荷
の小さい建築の提案ができる。の小さい建築の提案ができる。

YY 人間の生理的・心理的反応を考慮して、快適な建築と人間の生理的・心理的反応を考慮して、快適な建築と
都市の空間の立案ができる。都市の空間の立案ができる。

－－ 略略 －－

AAAA 建築の基礎から応用までの学習課程で得られたその建築の基礎から応用までの学習課程で得られたその
時々の知識を確認し、それを用いて問題を発見し、解決の時々の知識を確認し、それを用いて問題を発見し、解決の
ための方策を考えることができる。ための方策を考えることができる。
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学習・教育目標の階層構造－３（３）学習・教育目標の階層構造－３（３）

－－ 略略 －－

ACAC 建築・都市に関連する産業界の動向や公務員・教員、建築・都市に関連する産業界の動向や公務員・教員、
さらには大学院なども含めて将来の進路を幅広く展望し、さらには大学院なども含めて将来の進路を幅広く展望し、
自分自身をあらためて見つめ直した上で、自らの進むべき自分自身をあらためて見つめ直した上で、自らの進むべき
方向を決定することができる。方向を決定することができる。

改訂：平成改訂：平成1919年年11月月11日日
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学習・教育目標の階層構造－４学習・教育目標の階層構造－４

各科目における学習・教育目標各科目における学習・教育目標

「・・・ができる。」で表現される「行動目標」の明記「・・・ができる。」で表現される「行動目標」の明記

学科の学習・教育目標と行動目標との関係性の明示学科の学習・教育目標と行動目標との関係性の明示

久保の担当科目（都市環境計画）での記述例。久保の担当科目（都市環境計画）での記述例。

No. 
学科教育目標 

（記号表記） 
学生が達成すべき行動目標 

① Ｍ，Ｗ 
配布した資料をベースにして、都市環境に関する全般的な知識を学

び、その全体像を把握することができる。 

② Ｍ，Ｗ 
都市環境の問題点を考え、それについての評価と対策を提案するこ

とができる。 

③ Ｍ，Ｗ 
配付する資料や課題に従って､手を動かし､考えることで都市環境や

建築環境を環境システムとして把握することができる。 

④ Ｍ，Ｗ 
身近な地域の環境状態を環境システムとして表現する手法を身につ

けることができる。 
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学習の全体像の明示学習の全体像の明示（カリキュラムフロー）（カリキュラムフロー）
建築都市デザイン学科

※「建築環境実験・演習Ⅰ～Ⅲ」又は「建築都市設計演習Ⅰ～Ⅲ」いずれかを選択必修とする

進路セミナーⅢ　　　　　１

コミュニケーション ドローイング（建築）
②

日本建築史　　　　　　　② 西洋建築史　　　　　　　②

建築都市設計Ⅱ　　　　　　　③

進路セミナーⅠ　　　　　１

※建築都市設計演習Ⅱ　　　　２

※建築都市設計演習Ⅲ　　　　２

進路セミナーⅡ　　　　　１

コアゼミ　　　　　　　　　①

自分の意図するところや得られた成果を分かり易く論理的に表現する
ことができる。

建築の基礎から応用までの学習課程で得られた知識を確認し、それを
用いて問題を発見・解決のための方策を考えることができる。

※建築環境実験・演習Ⅰ　　　２

環境計画　　　　　　　　②

建築構造力学Ⅱ　　　　③

※建築都市設計演習Ⅰ　　　　２

鉄筋コンクリート構造　　②

建築・都市空間に関わるさまざまな環境要素と設備システムを
理解し、必要な環境評価・解析技術を用いて、環境負荷の小さ
い建築・都市や快適な建築・都市の環境計画を提案できる能力
を育成する。

プロジェクトデザインⅠ ② プロジェクトデザインⅡ　②

都市空間デザイン論　　３居住空間論　　　　　　 　②

省エネルギー建築　　　　　　　　　３

※建築環境実験・演習Ⅱ　　　　２

※建築環境実験・演習Ⅲ　　　　２

都市・住宅史　　　　　　　　　３

建築材料　　　　　　　　　２

空間メディア　　　　　　　　　３

建築デザイン論　　　　　３

２期後学期 ３期前学期 ４期後学期 ５期前学期

絵画・造形　　　          　　　２

建築ＣＡＤ演習　　 　　　②

７期前学期 ８期後学期

建築法規　　　　　　　　　２

環境建築　　　　　　　　　３

６期後学期

木構造　　　　　 　　　　　２

建築基礎構造　　　　　　２

都市・まちづくり論　　　３

建築施工　　　　  　　　　２

建築測量実習　　　　　　２

建築意匠　　　　　　　　　３

プロジェクトデザインⅢ　　　 ⑧

建築デザインコア

建築構造計画     　　    ３

都市デザインコア都市環境計画　　　　　　３

建築環境コア

社会的・時代的背景を踏まえ、建築の集合体としての都市・ま
ちやそれらの成り立ちとダイナミズム、また歴史的景観を理解
し、歴史的環境の保全も含めた都市計画･まちづくりを構想・設
計できる能力を育成する。

様々な建築や都市空間に対する多様な「見方」を身につけ、建
築デザインの潮流や動向を踏まえた上で、建築に求められる機
能や条件を満たす設計を行える能力を育成する。

現代建築　　　　　　　　　３

４期後学期

建築計画・建築構造・建築環境ほかで学んだ、建築や地域が持つべき
基本的な内容を、図面や文書等を使って、第三者にも理解できるよう
に適確に表現することができる。

建築環境設備Ⅱ　　　      　　②建築環境設備Ⅰ　  　　   　　②

建築・都市に関連する産業界の動向や公務員・教員、さらには大学院
なども含めて将来の進路を幅広く展望し、自分自身をあらためて見つ
め直した上で、自らの進むべき方向を決定することができる。

科目群の学習・教育目標 １期前学期 ２期後学期 ３期前学期

建築構造力学Ⅰ　　　　③

８期後学期７期前学期５期前学期 ６期後学期

建築都市デザイン学科の学習・教育目標

広範な領域を含む建築学に関する幅広い専門的基礎知識に基づき、安全で美しく快適
な人間活動の器としての建築を都市とのかかわりや経済性をも考慮しながら、計画し、
設計し、築き、運営することができる基礎的能力に加えて、建築設計・計画・意匠、都市
計画・都市デザイン、建築環境・設備の各分野のいずれかに関するより高度な専門的
知識を持ち、それを実務に応用することができる。

建築都市計画学　　　　　　　②

建築構造学　　　　　　　②

科目群の学習・教育目標 １期前学期

建築に求められる主要な機能である、美しさや使いやすさにかかわる
建築計画、安全性にかかわる建築構造、快適さや健康性にかかわる
建築環境の領域の概要を学ぶことにより、建築に対する理解を深め、
自らの学習計画を立案することができる。

建築都市学大
意　　①

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科

建築都市設計Ⅰ　　　　　　　③

鉄骨構造　　　　　　　　　２

美しくて使いやすい建築を実現するために必要な、建築空間に求めら
れる用途に応じた機能・構成・美しさ等の条件を理解することができ
る。
さらに、建築や都市空間を調査・評価する能力を養い、現代建築デザ
インの潮流および最先端の動向を踏まえ、自らの感性を活かし、機能・
美しさ等の条件を満たす建築物を設計することができる。

安全で安心な建築を実現するために必要な、建築物の持っている構造
的側面を、安全性の観点から理解することができる。

快適で健康的な建築を実現するために必要な、建築物の内外に形成
される音・光・熱・エネルギー等の環境と人間との関連性を理解するこ
とができる。
さらに、建築環境・建築設備の知識を基に環境負荷の小さい建築と都
市空間の提案および人間の生理・心理を考慮した快適な空間を計画・
立案することができる。

都市や地域を形成している、単体としての建築ではなく、集合体として
の建築群の役割や特性について、歴史的な変遷を含めて理解すること
ができる。
さらに、建築・景観・都市の調査に基づき、その背景および発展過程を
理解し、その活用方策を企画・立案し、都市計画・都市デザイン・まち
づくりの構想や設計に活かすことができる。

建築物を構成している材料や工法を含め、建築物の構築の仕方の基
礎について理解することができる。

建築環境学　　　　　　　②
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科目群としての学習・教育目標の明示科目群としての学習・教育目標の明示

コミュニケーション ドローイング（建築）
②

日本建築史　　　　　　　②

環境計画　　　　　　　　②

居住空間論　　　　　　 　②

２期後学期 ３期前学期

絵画・造形　　　          　　　２建築計画・建築構造・建築環境ほかで学んだ、建築や地域が持つべき
基本的な内容を、図面や文書等を使って、第三者にも理解できるよう
に適確に表現することができる。

建築環境設備Ⅰ　  　　   　　②

建築都市計画学　　　　　　　②

建築構造学　　　　　　　②

科目群の学習・教育目標 １期前学期

建築に求められる主要な機能である、美しさや使いやすさにかかわる
建築計画、安全性にかかわる建築構造、快適さや健康性にかかわる
建築環境の領域の概要を学ぶことにより、建築に対する理解を深め、
自らの学習計画を立案することができる。

建築都市学大
意 　①

建築都市設計Ⅰ　　　　　　　③

美しくて使いやすい建築を実現するために必要な、建築空間に求めら
れる用途に応じた機能・構成・美しさ等の条件を理解することができ
る。
さらに、建築や都市空間を調査・評価する能力を養い、現代建築デザ
インの潮流および最先端の動向を踏まえ、自らの感性を活かし、機能・
美しさ等の条件を満たす建築物を設計することができる。

快適で健康的な建築を実現するために必要な、建築物の内外に形成
される音・光・熱・エネルギー等の環境と人間との関連性を理解するこ
とができる。
さらに、建築環境・建築設備の知識を基に環境負荷の小さい建築と都
市空間の提案および人間の生理・心理を考慮した快適な空間を計画・
立案することができる。

都市や地域を形成している、単体としての建築ではなく、集合体として
の建築群の役割や特性について、歴史的な変遷を含めて理解すること
ができる。
さらに、建築・景観・都市の調査に基づき、その背景および発展過程を
理解し、その活用方策を企画・立案し、都市計画・都市デザイン・まち
づくりの構想や設計に活かすことができる。

建築環境学　　　　　　　②
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教育改善（質保証）への取組み教育改善（質保証）への取組み

人間力教育（総合力＝学力人間力教育（総合力＝学力××人間力）人間力）

総合力評価の試み（ＣＬＩＰ学習プロセス）総合力評価の試み（ＣＬＩＰ学習プロセス）

学習支援計画書（シラバス）学習支援計画書（シラバス）

総合力指標に関する重み付け総合力指標に関する重み付け

学生自身による学習・教育目標達成度の確認学生自身による学習・教育目標達成度の確認

教育プログラムの点検・評価と改善のための教育プログラムの点検・評価と改善のための
ＰＤＣＡＰＤＣＡ
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人間力人間力

新しい時代を切り拓くたくましい日本人の育成のための指導理念新しい時代を切り拓くたくましい日本人の育成のための指導理念
（（ 「人間力戦略ビジョン」「人間力戦略ビジョン」文部科学省広報文部科学省広報2525号号、平成、平成1414年９月年９月3030日日））
社会を構成し運営するとともに、自立した人間として力強く生きてい社会を構成し運営するとともに、自立した人間として力強く生きてい
くための総合的な力（くための総合的な力（『『人間力戦略研究会報告書人間力戦略研究会報告書』』 内閣府諮問機関内閣府諮問機関 、平成、平成
1515年年44月月1010日日））

金沢工業大学金沢工業大学 「社会に適応できる能力」「社会に適応できる能力」
・社会で自分を活かして生きていける力・社会で自分を活かして生きていける力
・あらゆる人とのコミュニケーションを円滑に図り、ひとりの・あらゆる人とのコミュニケーションを円滑に図り、ひとりの

大人として責任ある行動がとれる力大人として責任ある行動がとれる力
①① 自立・自律自立・自律（チャレンジ精神、自己管理能力）（チャレンジ精神、自己管理能力）

②② リーダーシップリーダーシップ（（統率力、指導力）統率力、指導力）

③③ コミュニケーション能力コミュニケーション能力（意思・感情・思考を伝達する能力）（意思・感情・思考を伝達する能力）

④④ プレゼンテーション能力プレゼンテーション能力（提示・発表する能力）（提示・発表する能力）

⑤⑤ コラボレーション能力コラボレーション能力（協働・協調する能力）（協働・協調する能力）

教育現場において可能な指導教育現場において可能な指導
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学力学力××人間力人間力 ＝総合力の関係＝総合力の関係

学学
力力

主に授業や学習活動で学ぶ主に授業や学習活動で学ぶ
内容内容

×

習得してほしい能力習得してほしい能力

発表・表現・伝達する力発表・表現・伝達する力

リーダーシップとリーダーシップと
コラボレーションコラボレーション

学習に取組む姿勢・意欲

アウトカムズ（総合的な伸び）

◎◎ コミュニケーション能力コミュニケーション能力

◎◎ プレゼンテーション能力プレゼンテーション能力

◎◎ リーダーシップ能力リーダーシップ能力

◎◎ コラボレーション能力コラボレーション能力

◎◎ 自立・自律力自立・自律力

人
間
力

人
間
力

思考・推論・創造する力思考・推論・創造する力

知識を取り込む力知識を取り込む力
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知識を取り込む
学習に取組む姿勢・意欲

知識を取り込む知識を取り込む
学習に取組む姿勢・意欲学習に取組む姿勢・意欲

リーダーシップと
コラボレーション

リーダーシップとリーダーシップと
コラボレーションコラボレーション

発表・表現・伝達する発表・表現・伝達する発表・表現・伝達する

アウトカムズ

（総合的な伸び）の評価

アウトカムズアウトカムズ

（総合的な伸び）の評価（総合的な伸び）の評価

思考・推論・創造思考・推論・創造

13

4 2

総合力育成のプロセスは連続している総合力育成のプロセスは連続している

K.I.T. Takeshi KUBO100529100529 2020

リーダーシップとリーダーシップと

コラボレーションコラボレーション

アウトカムズ（総合アウトカムズ（総合

的な伸び）の評価的な伸び）の評価

発表・表現・発表・表現・
伝達する伝達する

知識を取り込む知識を取り込む

学習に取組む学習に取組む
姿勢・意欲姿勢・意欲

学習プロセスがスパイラル上昇学習プロセスがスパイラル上昇

アウトカムズアウトカムズ
（総合的な伸び（総合的な伸び）

3

2

1

4

学習に取り組む姿勢学習に取り組む姿勢
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各教育プログラムと科目群各教育プログラムと科目群

機械の原理 機械要素設計機械系CAD 機械設計演習機械系製図 機械機構設計

機械工学科機械工学科 教育目標の一つ教育目標の一つ『『設計能力設計能力』』を例にするとを例にすると

1期 2期 3期 5期 6期 7期4期

座学型 体験型 実習・演習型 座学型 体験型 実習・演習型
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新学習プロセス（ＣＬＩＰ）の導入新学習プロセス（ＣＬＩＰ）の導入

学力学力 ×× 人間力人間力 =   =   総合力総合力

評価手法が不十分評価手法が不十分

新しい評価手法を含めた新しい評価手法を含めた

新学習プロセス新学習プロセス(CLIP)(CLIP)を導入を導入

CLIPCLIP CCreative reative LLearning earning IInitiative nitiative PProcessrocess
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学習支援計画書の内容学習支援計画書の内容

１．授業科目の学習教育目標１．授業科目の学習教育目標

２．授業の概要・学習上の助言２．授業の概要・学習上の助言

３．教科書・参考書３．教科書・参考書

４．履修に必要な予備知識４．履修に必要な予備知識

５．学生が達成すべき行動目標５．学生が達成すべき行動目標 「○○することができる」「○○することができる」

６．達成度評価（６．達成度評価（評価方法・指標と評価割合評価方法・指標と評価割合））

７．評価の要点７．評価の要点

８．具体的な達成の目安８．具体的な達成の目安

９．授業明細表（９．授業明細表（１授業毎：１授業毎：学習内容・授業の運営方法・学習課題学習内容・授業の運営方法・学習課題））

★★ 評価の内容と基準の提示評価の内容と基準の提示 →→ 透明性透明性
★★ 達成度確認試験達成度確認試験 →→ 全評価数値の全評価数値の4040％以内％以内
★★ １７年度より定期試験の廃止１７年度より定期試験の廃止

結果重視型結果重視型 →→ プロセス重視型プロセス重視型
★★ 成績異議申立制度成績異議申立制度

学生の目線学生の目線
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学習支援計画書学習支援計画書（シラバス）（シラバス）
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新しい評価方法（総合力評価）新しい評価方法（総合力評価）

試験試験 小テス小テス

トト
レポートレポート 成果発表成果発表

（口頭・実（口頭・実
技）技）

作作

品品
ポートポート

フォリフォリ
オオ

そのその

他他
合計合計

3030 1010 2020 3030 1010 100100

知識を取り知識を取り

組む力組む力
1010 1010 2020

思考・推思考・推
論・創造力論・創造力

2020 2020 4040

コラボレーコラボレー
ション・ション・
リーダーリーダー
シップシップ

1515 1515

発表・表発表・表
現・伝達力現・伝達力

1515 1515

学習姿勢・学習姿勢・

意欲意欲
1010 1010

手段手段

能
力
能
力
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学科・課程教員のＦＤ学科・課程教員のＦＤ
学部・学科・課程の各能力の配分検証学部・学科・課程の各能力の配分検証

学生の自己点検学生の自己点検
学習で取り組んだ能力・不足する能力学習で取り組んだ能力・不足する能力
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総合力指標に関する重み付け総合力指標に関する重み付け

K.I.T. Takeshi KUBO100529100529 2828
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学生自身による学習・教育目標の確認学生自身による学習・教育目標の確認

K.I.T. Takeshi KUBO100529100529 3030
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修学ポートフォリオ：１週間の行動履歴修学ポートフォリオ：１週間の行動履歴

① 出欠席遅刻・・・科目名、理由 ② 学習・・・科目名、資格名、時間数
③ 課外活動・・・教育施設、クラブ活動、アルバイト、時間数
④ 健康管理・・・朝昼夜の食事摂取、睡眠時間、積極的な運動時間
⑤ １週間で満足したこと、努力したこと、反省点、日常生活で困ったこと
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自己評価レポートポートフォリオ

100529100529
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入力項目
① ポスター
② 最終設計報告書
③ 最終口頭発表スライド
④ 能力状況とその向上に関する自己診断

プロジェクトデザインポートフォリオ

100529100529
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金沢工大で実施しているアンケート金沢工大で実施しているアンケート
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授業アンケート授業アンケート （（WebWeb公開）学生・教員ともに自己点検公開）学生・教員ともに自己点検

「学生の行動目標達成度自己評価」「学生の行動目標達成度自己評価」

授業や教員についての不満、意見、改善要求授業や教員についての不満、意見、改善要求

に関する自由記述項目に関する自由記述項目

該当科目で良かった点に関する自由記述項目該当科目で良かった点に関する自由記述項目

その他、科目その他、科目HPHPによる独自のアンケートによる独自のアンケート

授業アンケート結果授業アンケート結果

フィードバックコメントシステム：フィードバックコメントシステム：WebWeb公開公開
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教育プログラムの点検・評価と改善のためのＰＤＣＡ教育プログラムの点検・評価と改善のためのＰＤＣＡ

授業計画に対する点
検

授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検
討

点検シート

学習支援計画
書

学習支援計画書
に基づく自己点
検

・成績評価に関
する諸資料
・授業ｱﾝｹｰﾄ等

点検シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当教員による
自己点検・評価

授業計画に対する点検 授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検討

点検シート

学習支援計画書
学習支援計画書
に基づく調査

・成績評価に関
する諸資料
・授業ｱﾝｹｰﾄ等

改善項目シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当外教員による
第三者点検・評価

授業科目の改善ＰＤＣＡ

　　　　　　　　　Ｐ

　　教育カリキュラムの策定
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．教育目標の作成
　　２．授業科目群の設定
　　３．授業科目の定義（概要）
　　　　（教育目標の分担）
　　４．カリキュラムフロー作成

Ｄ　教育カリキュラムの運用　教員

　　　　　　　　Ｃ　教育カリキュラム運用結果の点検

　　　　　　　　　　　　　課程・学系主任、副主任

　　　　　１．授業科目に分担された教育目標の達成確認
　　　　　２．授業科目群の連携確認
　　　　　３．カリキュラムフローに基づいた教育目標の達成確認

　　　　　４．ＣＬＩＰによる総合力の確認
　　　　　５．ＪＡＢＥＥによる第三者評価

　　　　　　　　Ａ

 教育カリキュラムの評価と改善
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．授業科目の授業改善
　　２．授業科目群の連携改善
　　３．カリキュラムフロー改善
　　４．教育目標の改善

教育点検評価部委員会
課程・学系学科ＷＧ

全ての教員が自己点検全ての教員が自己点検授業アンケート結果を活用授業アンケート結果を活用
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（自己点検）
久保　猛志
１期
建築環境学

授業アンケート集計結果通知後に実施してください。

Action

　
良
好

　
改
善
の
余
地
あ
り

　
要
改
善

Ａ
科
目
担
当
者
に
よ
る
観
測

Ｂ
評
価
結
果

Ｃ
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
の

 
 
 
 
 
 
 

数
値
デ
ー

タ

Ｄ
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
の

　
　
　
　
　
　
　
コ
メ
ン
ト

Ｅ
受
講
生
と
の
面
談

Ｆ
授
業
参
観
の
報
告

Ｇ
他
の
教
員
か
ら
の
情
報

その他の具体的なデータ

先立って履修する関連科目との間に適切なつなが
りがあったか
（科目名：　　なし　　　　　　　　　　　）

建築環境・設備についての入門科目であり、先行する関連科目は

学習支援計画書にこの科目で扱うべき内容が過不
足なく網羅されていたか

1 1

後続する上級科目を履修するために必要な、知識
と技能を修得できたか
（科目名：　環境計画　　　　　　　　　　　　）

1 1 1

学習教育目標は理解されたか 1 1

学生の達成すべき行動目標は適切であったか 1 1 1

授業内容 （教育目
標や学習支援計画
書との合致ほか）

授業内容は学生にとって適
切であったか

授業内容の質および量は、学習・教育目標を達成
するために適切であったか

1 1

授業内容、自習課題、宿題は、効果的で学習意欲
を高めるものであったか

1 1

宿題や自習課題の質・量は、学生の予習・復習時
間を考慮して適切に与えたか

1 1
授業アンケートのコメントに課題が多いとの記述があるが、特に
過重なものとはなっていないと判断する。

適切な時期に適切な回数の試験、小テスト、レポー
ト等を実施したか（実績を別表に記入）

1 1

学習･教育目標と授業内容が合致していたか 1 1

教材はわかりやすく効果的、かつ、学習意欲を高め
るものであったか

1 1

学習支援計画書に記載されている総合力指標通り
の評価方法・割合となっていたか

1 1

学習支援計画書に記載されている標準的な達成度
レベルが合格基準となっていたか

1 1

※Ａについては、根拠資料を可能な限りCLIP E-fileに含めて提出して下さい。

課程・学科・学系
特有の点検事項

学習支援計画書
学習・教育目標は課程・学科
の教育目標を担う表現となっ
て、学生に周知されているか

評価チェック
Check　（該当するチェック項目に 「1」 を記入してください）

評価の根拠となるデータ

担当者名
開講期
科目名

点　検　項　目点　検　事　項

授
業
運
営
　

（
Ｄ
ｏ

）

授業運営
学生にとって、行動目標を達
成できる授業運営であったか

テキストおよび
その他の教材
（実用段階）

教材は適切であったか

改善案及び期待される効果（記述）

学
習
支
援
計
画
書

お
よ
び
授
業
内
容

（
P
l
a
n

）

学習教育目標
および科目群中の
位置づけ
（カリキュラム・ガイド
ブック等）

学習・教育目標は当該教育
プログラムの教育目標に適
合しているか
受講する学生にとって妥当で
あるか

達成度評価 行動目標に対する達成度を
適切に評価できたか

課程・学科・学系
特有の点検事項

授　業　点　検　シ　ー　ト

全ての教員が授業を自己点検全ての教員が授業を自己点検

ＰＰ

ＡＡ

ＣＣ

ＤＤ

K.I.T. Takeshi KUBO100529100529 4242

この科目の授業で特に工夫した点と自己評価

別　表

試験 　　　　　　　　回

クイズ・テスト 　　　　　６　　回

レポート 　　　　　１　　回

成果発表（口頭・実技） 　　　　　　　　回

作品 　　　　　　　　回

ポートフォリオ 　　　　　　　　回

その他 　　　　　　　　回、　　　　　　　　回、　　　　　　　　回

全体的な意見

・建築設備の全体像を把握してもらうために、各種設備の系統図を資料の中心に描き、その周辺に関連する設備機器類の図や写真・イラストを配布する形のプリントを６種類準備し、１時限につき１枚ずつを利用し、内容の解説を
行うと共に、当該時限の後半に、プリントで説明した設備に係わる小課題を課し、理解を深めさせた。
・最終課題として、講義を行った建物内に設置されている建築設備を自ら調べさせ、観察力や行動力等を身につけさせることを考えた。

・膨大な範囲の建築設備を網羅的に説明し、建築物における建築設備の重要性に対する理解を得ることを目標としたが、時間的に若干難しい面が認められる。

個別授業に
関わる問題

教育プログラ
ム

または
全学的な問題

授業アンケート項目に対応した自己評価（別紙）

評価項目
と

実施回数
（実績）
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授業計画に対する点
検

授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検
討

点検シート

学習支援計画
書

学習支援計画書
に基づく自己点
検

・成績評価に関
する諸資料
・授業ｱﾝｹｰﾄ等

点検シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当教員による
自己点検・評価

授業計画に対する点検 授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検討

点検シート

学習支援計画書
学習支援計画書
に基づく調査

・成績評価に関
する諸資料
・授業ｱﾝｹｰﾄ等

改善項目シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当外教員による
第三者点検・評価

授業科目の改善ＰＤＣＡ

　　　　　　　　　Ｐ

　　教育カリキュラムの策定
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．教育目標の作成
　　２．授業科目群の設定
　　３．授業科目の定義（概要）
　　　　（教育目標の分担）
　　４．カリキュラムフロー作成

Ｄ　教育カリキュラムの運用　教員

　　　　　　　　Ｃ　教育カリキュラム運用結果の点検

　　　　　　　　　　　　　課程・学系主任、副主任

　　　　　１．授業科目に分担された教育目標の達成確認
　　　　　２．授業科目群の連携確認
　　　　　３．カリキュラムフローに基づいた教育目標の達成確認

　　　　　４．ＣＬＩＰによる総合力の確認
　　　　　５．ＪＡＢＥＥによる第三者評価

　　　　　　　　Ａ

 教育カリキュラムの評価と改善
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．授業科目の授業改善
　　２．授業科目群の連携改善
　　３．カリキュラムフロー改善
　　４．教育目標の改善

教育点検評価部委員会
課程・学系学科ＷＧ

教育点検評価部委員が点検･評価教育点検評価部委員が点検･評価
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授業計画に対する点
検

授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検
討

点検シート

学習支援計画
書

学習支援計画書
に基づく自己点
検

・成績評価に関
する諸資料
・授業ｱﾝｹｰﾄ等

点検シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当教員による
自己点検・評価

授業計画に対する点検 授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検討

点検シート

学習支援計画書
学習支援計画書
に基づく調査

・成績評価に関
する諸資料
・授業ｱﾝｹｰﾄ等

改善項目シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当外教員による
第三者点検・評価

授業科目の改善ＰＤＣＡ

　　　　　　　　　Ｐ

　　教育カリキュラムの策定
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．教育目標の作成
　　２．授業科目群の設定
　　３．授業科目の定義（概要）
　　　　（教育目標の分担）
　　４．カリキュラムフロー作成

Ｄ　教育カリキュラムの運用　教員

　　　　　　　　Ｃ　教育カリキュラム運用結果の点検

　　　　　　　　　　　　　課程・学系主任、副主任

　　　　　１．授業科目に分担された教育目標の達成確認
　　　　　２．授業科目群の連携確認
　　　　　３．カリキュラムフローに基づいた教育目標の達成確認

　　　　　４．ＣＬＩＰによる総合力の確認
　　　　　５．ＪＡＢＥＥによる第三者評価

　　　　　　　　Ａ

 教育カリキュラムの評価と改善
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．授業科目の授業改善
　　２．授業科目群の連携改善
　　３．カリキュラムフロー改善
　　４．教育目標の改善

教育点検評価部委員会
課程・学系学科ＷＧ

学系・課程におけるＰＤＣＡサイクル学系・課程におけるＰＤＣＡサイクル

総合アンケートの分析結果を活用総合アンケートの分析結果を活用
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（P）入試計画
（D）入試の実施
（C）入試結果

の分析
（A）入試改善

方法の提案

（P）教育付加価値の高い教育計画
（D）教育効果の高い教育運営

（C）教育成果

の分析
（A）教育改善

方法の提案

（C）修学指導

成果の分析
（A）修学指導

改善方法の提案（P）学生満足度の高い修学指導計画
（D効果的な修学指導運営

修学指導実践

教育実践

ﾌｲｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

教育運営（教務課） FD推進
(推進課）

進路開発
センター

修学支援（修学相談室）

入試ｾﾝﾀｰ
（アドミッション

ポリシー）

卒業生
(企業）

教務部教務部
委員会委員会

教育点検教育点検
評価部委員会評価部委員会

学生部学生部
委員会委員会

進路部進路部
委員会委員会

ﾌｲｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

(修学･進路ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ）

(教員 ）

金沢工業大学の金沢工業大学の
教育運営機能と連携教育運営機能と連携

授業
結果

ｱﾝｹｰﾄ

修学
満足度
ｱﾝｹｰﾄ

卒業生
満足度
ｱﾝｹｰﾄ

企業
満足度
ｱﾝｹｰﾄ

企画部

入学者満足度
ｱﾝｹｰﾄ

志願者
入学者

(高等学校）

ＫＩＴ評価向上委員会ＫＩＴ評価向上委員会
（部長会・学長）

入学試験

入試部入試部
委員会委員会

シラバス（ＣＬＩＰ）による教育システムシラバス（ＣＬＩＰ）による教育システム

教員ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（ＥＩＩＳＹ）教員ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（ＥＩＩＳＹ）
による教育改善ｼｽﾃﾑによる教育改善ｼｽﾃﾑ

学生ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（ｱｸﾛﾉｰﾙ）による修学ｼｽﾃﾑ学生ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（ｱｸﾛﾉｰﾙ）による修学ｼｽﾃﾑ
学生ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（ｱｸﾛﾉｰﾙ）学生ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（ｱｸﾛﾉｰﾙ）
によるｷｬﾘｱ支援ｼｽﾃﾑによるｷｬﾘｱ支援ｼｽﾃﾑ

ＫＩＴ評価向上委員会ＫＩＴ評価向上委員会
（部長会・学長）

教育実践の改善サイクル教育実践の改善サイクル

修学指導の改善サイクル修学指導の改善サイクル
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